
 

 

 

 

タブレットが未来へつなぐ  教頭 可児 美紀 
 

令和 7年度から大学入学共通テストでスタートした教科「情報」について、文部科学省は、サンプル問題

を公表しています。一部を抜粋して紹介します。 

  

 解答群に示された６種類

の図は、生徒は、自分の考え

を表現するツールとして使

い始めています。これらの図

は、タブレットのアプリ「ロ

イロノート」に、「シンキング

ツール」として位置付いてい

て、生徒は、いつでも利用で

きます。 

 中学校では、大学入試の基

礎となる学習を学んでいま

す。今はツールとして利用し

ているタブレットも、入試対

象となった教科「情報」につ

ながる技能を学んでいるこ

とになります。 

 

  新しいタブレットを導入してほんの一ヶ月、生徒の活用力を感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右は、５教科問題集のアプリ

「Qubenaキュビナ」です。３段階の

うちの「導入」では、言葉を選んで

文をつくり、基礎的な内容を確かめ

られるようになっています。生徒は、

自分でレベルを選び、進めています。 
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□ 自分の考えを表現する量の増加、表現の幅が広がっている 

・ペンは自動で文字化、モデルや記号も簡単にかいている 

・何度も修正、加筆をして考えを深めている 

□ 進んで問題に取り組む姿勢UP、進んで調べるやる気UP 

・5教科問題集アプリ「Qubenaキュビナ」を、自分で進めている 

・わからない言葉を、検索してすぐに調べている 

□ 考えの見える化で交流の多様化、課題提出率UP 

・タブレット上で共有したノートや提出した課題は、互いに見合い、

仲間の意見を取り入れて、自分の考えを深めている 

・仲間の意見を取り入れ、自分の考えを深めている 

 


